
 
 
 

 1  

2030年年エネルギーミックスの現実度度チェック：  
破綻する⽇日本の原⼦子⼒力力発電  
  
2016 年年 5 ⽉月発⾏行行  国際環境 NGO グリーンピース・ジャパン  ブリーフィングペーパー  
英語版同時発⾏行行 i  

_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲_̲

2015 年年、⽇日本政府が 2030 年年時点でのエネルギーミックスに関する⻑⾧長期⾒見見通しを承
認した際、多くの⼈人にとってそれは⾮非現実的と映った。1年年を経た今、⾒見見通しが現実
となる可能性はより低いと⾔言えよう。2015 年年の時点で⾒見見られたエネルギー政策の破
綻に好転の兆しはない。⽇日本政府が原発への回帰を期する⼀一⽅方、原⼦子⼒力力産業の未来は
⾮非常に不不確実なものとなっている。この 1年年の間に⽣生じた次の 3つの⼤大きな変化は、
⽇日本のエネルギー政策の⾮非現実性をさらに露露呈させることとなった。まず、裁判所が、
原発稼働を禁じた歴史的決定は原発の存続をより不不確実にし、次に、パリでの第 21
回気候変動会議では 195 カ国が、地球の温度度上昇を 1.5°C 以内に抑えることがリス
ク削減につながるとの認識識を共有した。そして、2016 年年 4 ⽉月 1 ⽇日からは、⼀一般家庭
や契約電⼒力力 50kW未満の事業者も⾃自由に電⼒力力会社を選ぶことが可能となった。  
  
2030 年年までに達成すべき⽇日本の温室効果ガス削減⽬目標は、2013 年年度度⽐比で 26%減と
なっている。これは、1990 年年度度⽐比で計算すると 18%減ということになる1。この数
値は、⽇日本政府による温暖化対策⽬目標として極めて不不⼗十分なだけでなく、他の先進国
と⽐比較しても圧倒的に低い数値であると⾔言える。EUは 40%減という⽬目標を提⽰示して
いる2。さらに⾔言えば、⽇日本はこの低い⽬目標すら達成できない公算が強い。温室効果ガ
ス削減⽬目標は、2030 年年における電源構成についての意思決定（いわゆるエネルギー
ミックス）と密接に関係している。前者の⽬目標が野⼼心的であればあるほど、後者の現
実の姿が変わってくる。  
  
2030 年年のエネルギーミックス⻑⾧長期⾒見見通し策定にあたって重視されている要件は、い
わゆる 3E+S：安定供給、経済効率率率性、環境適合、そして安全性である。グリーンピ
ースが⽇日本の電⼒力力供給の現在、そして未来を検証した結果、2030 年年に向けたエネル
ギー政策は不不確実であり、⾮非効率率率であり、温室効果ガス削減⽬目標は達成できないまま、
危険な原発を再稼働させるものであるということがわかった。  
  
本レポートは、⽇日本が 2030 年年に達成しようとしている⾮非常に⾼高い原発⽐比率率率と温暖化
対策⽬目標の実現可能性について論論じ、⽇日本のエネルギー政策が危機的状況に陥ってい
ることを⽰示したものである。  
  
2014 年年 4 ⽉月、⽇日本政府は 2030 年年までの様々な発電⽅方法の割合についての⽅方向性を定め
た『エネルギー基本計画』を了了承した3。その後、総合資源エネルギー調査会が、原発 20
〜～22%、⾃自然エネルギー22〜～24%、化⽯石燃料料 56%という 2030 年年のエネルギーミック
スを⽰示し4、経済産業省省がそれを決定した5。原発⽐比率率率 20〜～22%という数字は原⼦子⼒力力産業
がロビー活動等で求めていた数字よりもやや少ないものの、安倍⾸首相が再三発⾔言してい
た 15%を⼤大きく上回るものであった6。  
  
しかし、2016 年年 5 ⽉月 1 ⽇日現在で稼働している商業⽤用原⼦子炉がわずかに 2基という⽇日本の
原⼦子⼒力力発電の現状や、再稼働に関する今後の⾒見見通しに関する最新の分析は、グリーンピー  
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スが 1 年年前に達した結論論を確証するものとなった。すなわち、⽇日本政府の提案する原発発電量量を達
成することは不不可能であるという結論論である。⽇日本で原発を保有する電⼒力力会社や政府が直⾯面している
現実は、2030 年年時点での原発の発電量量が 15%にまで届くことはなく、6〜～8%にとどまるというも
のである。シナリオによっては、2030 年年までに⽇日本の原発が達しうる発電量量は全体の 2%ほどにし
かならないとするものすらある。ちなみに、2010 年年時点での原発⽐比率率率は 29%だった。  
  
グリーンピースが⽀支持する 2030 年年の原発⽐比率率率とは、2013 年年 9 ⽉月から今⽇日までのレベル、すなわち
0%にすることである。これこそが⽇日本がさらなる原発事故を回避する唯⼀一の道であり、同時に⽇日本
国⺠民の⼤大勢が⽀支持する考え⽅方でもある。  
  
  
原⼦子⼒力力発電の現状  
  
「なぜ⼀一地裁の裁判官によって、国のエネルギー政策に⽀支障をきたすことが起こるのか」  

2016 年年 3 ⽉月   関⻄西経済連合会   ⾓角和夫副会⻑⾧長7  
  
⽇日本には、理理論論上は現在合計 42 基の稼働可能な原⼦子炉が存在する。このうちの 2基、九州電⼒力力所有
の川内原発 1,２号機が 2015 年年 8 ⽉月8と 10 ⽉月9に再稼働した。続く 2016 年年初頭に再稼働した関⻄西電
⼒力力所有、⾼高浜原発の 2基の稼働期間は実に短命であった。⾼高浜 3号機の再稼働は 1⽉月 29 ⽇日10。そし
て次に再稼働した 4号機は 2⽉月末に送電を開始した直後にトラブルが発⽣生し緊急停⽌止した11。その後
3⽉月 9 ⽇日、滋賀県⼤大津地裁は安全と環境への脅威を訴えた県⺠民の要求を⽀支持するかたちで、⾼高浜 3,4
号機の運転差し⽌止め仮処分という歴史的な決定を下した12。  
  
図 1   ⽇日本の原発の⽉月ごとの発電電⼒力力量量  

  
⽼老老朽原発を所有する電⼒力力会社各社の⽴立立たされている状況をよく現している事例例が、四国電⼒力力による経
年年 39 年年という伊⽅方原発 1号機の廃炉であろう13。これで 2015 年年 3 ⽉月に発表された⼀一連の原発の廃
炉から数えて、廃炉が確定した原⼦子炉の数は 6基となる14。また、福島第⼆二原発の 4基の原⼦子炉も再
稼働の⾒見見通しは⽴立立っていない15。これらを踏まえて 2016 年年 5 ⽉月 1 ⽇日現在で理理論論的に稼働可能な原⼦子
炉を数えるとその数は 38 となる。うち、原⼦子⼒力力規制委員会による審査が終了了したものは 4基。そし
て 23 基の原発が現在審査を継続中である。審査中の原発の中で最も早く審査を終えると⾒見見られている
のが 2016 年年 6 ⽉月に再稼働が計画されている伊⽅方 3号機である16。⼤大間原発は未だ建設中であり、島
根原発 3号機も同様に建設が終了了しておらず、建設後に原⼦子⼒力力規制委員会の審査を経る必要がある。  
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図 2   ⽇日本の原発稼働状況  
  

  
現存する⽇日本の原発のうち何基が実際に再稼働するかを正確に予測することは、技術的、政治的、経
済的、そして司法的な観点からも不不可能に近い。この点については政府も電⼒力力会社も、経済市場も答
えを持っていない。確かなのは、⽇日本の世論論の過半数がどのような原発の稼動に対しても反対の⽴立立場
にあるということである17。  
  
原発を推進する⽴立立場のアナリストや経産省省と関係の深いシンクタンクの予想も含めて、原発再稼働の
スケジュールに関する予測がきわめて不不確かであるどころかむしろ無意味ですらあるということが、
ここ数年年で証明されてきている。例例えば、影響⼒力力があるとされる⽇日本エネルギー経済研究所（IEEJ）
による 2013 年年 12 ⽉月の予測18では、2014 年年中に 6〜～22 基の原⼦子炉が再稼働されるとされていた。こ
れがその 1年年後には 2-‐‑‒20 基と下⽅方修正され、2015 年年度度のエネルギー需給⾒見見通しでは「仮想的なケー
ス」として 32 基の稼働を計算するという試算まで出てくる始末である19。このように、予測が⼤大幅に
外れていることが証明されているにもかかわらず、IEEJ は 2016 年年中に複数の原発が再稼働するとい
う予測を続けている。IEEJ による最新の評価によれば20、2017 年年 3 ⽉月末までの時点での基準シナリ
オでは原発 12 基が、⾼高位ケースでは 18 基が、そして最⾼高位ケースでは 25 基の原⼦子炉が稼働するこ
とが想定されている。  
  
対してグリーンピースが 2015 年年 4 ⽉月に⽴立立てた予想では、2015 年年 12 ⽉月末までの段階での再稼働は 2
基以上にはならず、2015 年年度度内という期間で⾒見見てもこれにもう 1基加わるか否かにとどまるという
ものであった。2016 年年 3 ⽉月末の時点で実際に稼働中の原発は川内 1,2 号機のみである。伊⽅方原発 3
号機の再稼働予定は 2016 年年夏へと引き伸ばされ、⾼高浜 3,4 号機の再稼働は⼤大津地裁の決定により運
転が差し⽌止められている。向こう 12 ヶ⽉月間の⾒見見込みとしては、司法介⼊入による再稼働停⽌止が成功した
場合を除き、2017 年年 3 ⽉月までに送電を開始できる原発として追加されうるものは、伊⽅方 3号機が唯
⼀一の可能性であろう。⾼高浜 3,4 号機の再稼働に関しては、関⻄西電⼒力力は司法判断の結果を待たなくては
ならず、最終的な司法判断は 2016 年年内には下されないであろう。もしも判断が最⾼高裁にまで持ち越
されたとしたら、結着を⾒見見るのは 2017 年年以降降になると予測される。  
  
⼤大⼿手の電⼒力力会社各社（そして⽇日本政府）が、⼤大津地裁による⾼高浜 3,4 号機運転差し⽌止め仮処分に対し
て最も危惧している点は、同じような決定が今後も繰り返され得るということであろう。⾼高浜 3,4 号
機は、どちらも 2015 年年 4 ⽉月に福井地裁による再稼働差し⽌止めの対象となった原発で、同年年 12 ⽉月に、
関⻄西電⼒力力の異異議申し⽴立立てにより差し⽌止めは取り消しされていた。しかし 3カ⽉月後に滋賀県⼤大津地⽅方裁
判所が同じく再稼働差し⽌止めを決定したことにより、決定後 24 時間のうちに原発は運転停⽌止を求めら
れた。仮に⼀一つの法廷での闘いに勝利利したとしても、さらなる裁判が提起され、稼働中の原発が停⽌止
に追い込まれるかもしれないという電⼒力力会社の危惧は極めて当然と⾔言えよう21。  ⼭山積する⽇日本の原⼦子
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⼒力力規制上の⽋欠陥と原発に反対する世論論の増⼤大を考慮に⼊入れると、今後も法的⼿手続きから原発の再稼働
を阻⽌止しようという動きは増していくと考えられる。  
  
これに関しても、技術的な障害をクリアすること無しには難しく、別の表現をすれば、向こう 12 カ⽉月
間における再稼働の優先順位が⾼高いとされる 4~∼5 基の原⼦子炉に関してでさえ再稼働実現は⾮非常に不不確
実であり、事実として 1 年年以上も停⽌止した状態が続いているのである。この事実が意味するところは、
2012,13 年年の実績である 2%以下、2014 年年の発電量量ゼロに続き、2015 年年の原発による発電も総発電
量量の 1%以下にとどまるということである。  
  
以上からも明らかなように、現在から 2030 年年までの原発による発電量量を予測するためには数パター
ンのシナリオの案出が求められる。確かなのは、⽇日本の電⼒力力会社が直⾯面するチャレンジはきわめて⼤大
きなものであり、2030 年年における原発による発電量量は 2011 年年の東京電⼒力力福島第⼀一原発事故以前のそ
れよりもはるかに少ないものにしか成り得ないということである。  
  

図 3   ⽇日本の原発の状況（2015 年年〜～2030 年年）  
  
所有者         原⼦子炉   発電量量

（単位  
MWe)  

運転開始
/経年年(停
⽌止中期間
含む)  

停⽌止⽇日時  
(⽇日/⽉月/年年)  

原⼦子⼒力力規制委員
会による審査  
(⽇日/⽉月/年年)  

2010 年年
時  
総発電量量
22  

2030 年年時点での経
年年数  
(   )内も同様  

申請⽇日   使⽤用前
検査  
合格⽇日  

九州電⼒力力   川内 1号機  
加圧⽔水型炉  

890   1984  –  
32  年年  

10/05/11   08/07/
13  

10/09/
15ii  

4.9*   46  年年    

川内 2 号機  
加圧⽔水型炉  

890   1985  –  
31  年年  

01/09/11   08/07/
13  

17/11/
15iii  

5.7*   45  年年    

   ⽞玄海 1 号機    
加圧⽔水型炉  

559   1975  –  
40  年年  

01/12/11  
廃炉  

­−   ­−      2015  年年  
3 ⽉月停⽌止   (55  年年)    

⽞玄海 2 号機  
加圧⽔水型炉  

559   1981  –  
34  年年    

29/01/11         4.7*   49  年年  

⽞玄海  3  号機  
加圧⽔水型炉  

1180   1984  –  
32  年年    

11/12/10   12/07/
13  

   9.5*   46  年年  

⽞玄海 4  号機  
加圧⽔水型炉  

1180   1997  –  
19  年年    

25/12/11   12/07/
13  

   8.3*    
  

33  年年  
(40 年年未満)  

四国電⼒力力   伊⽅方  1  号機  
加圧⽔水型炉  

556   1977  –  
39  年年    

04/09/11         3.9*   2016  年年  
3 ⽉月停⽌止   (53  年年)  

伊⽅方  2  号機  
加圧⽔水型炉  

556   1982  –  
34  年年    

13/12/12         4.7*  
(2011)  

48  年年    

   伊⽅方原 3  号機  
加圧⽔水型炉  

890   1994  –  
22  年年    

29/04/11   08/07/
13  

   6.3*   36  年年  

北北海道電⼒力力   泊 1  号機  
加圧⽔水型炉  

579   1989  –  
27  年年  

22/04/11   08/07/
13  

   3.9*   41  年年    

泊 2  号機  
加圧⽔水型炉  

579   1991  –  
25  年年  

26/08/11   08/07/
13  

   4*   39  年年  

泊 3  号機  
加圧⽔水型炉  

912   2009  –  
7  年年  

05/05/12   08/07/
13  

   7.9*   21  年年  
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中国電⼒力力   島根 1  号機    
沸騰⽔水型炉  

460   1974  –  
41  年年    

08/11/10  
廃炉  

­−   ­−      2015  年年  
3 ⽉月停⽌止(56  年年)  

島根 2  号機    
沸騰⽔水型炉  

820   1989  –  
27  年年    

27/01/12   25/12/
13  

   1.9*   41  年年  

関⻄西電⼒力力     ⾼高浜 1  号機  
加圧⽔水型炉  

826   1974  –  
42  年年  

10/01/11   17/03/
15  

   7.1*   56  年年  

⾼高浜 2  号機  
加圧⽔水型炉  

826   1975  –  
41  年年    

25/11/11   17/03/
15  

   6.5*   55  年年  

⾼高浜 3  号機  
加圧⽔水型炉  

870   1984  –  
32  年年    

20/02/12   08/07/
13  

26/02/
16iv  

6.2*   46  年年  

⾼高浜 4  号機  
加圧⽔水型炉  

870   1984  –  
32  年年  

21/07/11   08/07/
13  

24/02/
16v  

5.3*   46  年年    

⼤大飯 1  号機  
加圧⽔水型炉  

1175   1977  –  
39  年年  

10/12/11         6.5*  
(2010)  

53  年年  

⼤大飯 2  号機  
加圧⽔水型炉  

1175   1978  –  
38  年年  

16/12/11         9.6*  
(2011)  

52  年年  

⼤大飯 3  号機  
加圧⽔水型炉  

1180   1991  –  
25  年年  

02/09/13   08/07/
13  

   8.3*   39  年年  

⼤大飯 4  号機  
加圧⽔水型炉  

1180   1993  –  
23  年年  

15/09/13   08/07/
13  

   6.9*   37  年年  

美浜 1  号機  
加圧⽔水型炉  

340   1970  –  
45  年年    

24/11/10  
廃炉  

­−   ­−      2015  年年  
3 ⽉月停⽌止(60  年年)  

美浜 2  号機  
加圧⽔水型炉  

500   1972  –  
43  年年    

16/11/11  
廃炉  

­−   ­−      2015  年年  
3 ⽉月停⽌止(58  年年)  

   美浜 3  号機  
加圧⽔水型炉  

826   1976  –  
40  年年    

14/05/11   17/03/
15  

   6.7   54  年年    

東京電⼒力力     柏崎刈⽻羽 1号  
沸騰⽔水型炉  

1100   1985  –  
31  年年    

06/08/11         6.2*  
(2006)  

45  年年  

柏崎刈⽻羽 2号
機    沸騰⽔水型
炉  

1100   1990  –  
26  年年  

19/02/07         9.3*  
(2006)  

40  年年  

柏崎刈⽻羽 3 号
機  沸騰⽔水型炉  

1100   1993  –  
23  年年  

19/09/07         7.3*  
(2006)  

37  年年  

柏崎刈⽻羽 4号
機  沸騰⽔水型炉  

1100   1994  –  
22  年年    

11/02/08         7.1*  
(2005)  

36  年年  

柏崎刈⽻羽 5号
機    改良良型沸
騰⽔水型炉  

1100   1990  –  
26  年年    

25/01/12         9.4*   40  年年    

柏崎刈⽻羽 6号
機    改良良型沸
騰⽔水型炉  

1365   1996  –  
20  年年    

23/06/12   27/09/
13  

   9.5*   34  年年  

柏崎刈⽻羽 7号
機  沸騰⽔水型炉  

1365   1997  –  
19  年年    

23/08/11   27/09/
13  

   9*   33  年年  

福島第⼆二 1号
機沸騰⽔水型炉  

1100   1981  –  
35  年年    

11/03/11            39  年年  

福島第⼆二 2 号
機沸騰⽔水型炉  

1100   1983  –  
33  年年    

11/03/11            37  年年  
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福島第⼆二 3 号
機沸騰⽔水型炉  

1100   1984  –  
32  年年    

11/03/11            46  年年  

福島第⼆二 4 号
機沸騰⽔水型炉  

1100   1986  –  
30  年年    

11/03/11            44  年年  

⽇日本原⼦子⼒力力
発電  

敦賀 1 号機  
沸騰⽔水型炉  

357   1969  –  
46  年年  

26/01/11  
廃炉  

         2015  年年  
3 ⽉月停⽌止(61  年年)    

敦賀 2 号機  
加圧⽔水型炉  

1160   1986  –  
30  年年    

29/08/11   05/11/
15  

   6.1*  
(2010)  

44  年年    

東海第⼆二  
沸騰⽔水型炉  

1100   1978  –  
38  年年    

21/05/11   20/05/
14  

   5.1*   52  年年    

中部電⼒力力     浜岡 3 号機  
沸騰⽔水型炉  

1100   1987  –  
29  年年    

29/11/10   16/6/1
5  

   8*   43  年年    

浜岡  4 号機  
沸騰⽔水型炉  

1137   1993  –  
23  年年    

25/01/12   14/02/
14  

   7.5*   37  年年  

浜岡 5 号機  
改良良型沸騰⽔水
型炉  

1380   2005  –  
11  年年    

22/03/12         7.6*  
(2007)  

25  年年    

東北北電⼒力力     東通 1 号機  
沸騰⽔水型炉  

1100   2005  –  
11  年年  

06/02/11   10/06/
14  

   9.2*   25  年年  

⼥女女川 1 号機  
沸騰⽔水型炉  

524   1984  –  
32  年年  

10/09/11         2.6*  
  

46  年年    

⼥女女川 2 号機  
沸騰⽔水型炉  

825   1995  –  
21  年年    

06/11/10   27/12/
13  

   5.9*   35  年年  

⼥女女川 3 号機  
沸騰⽔水型炉  

825   2002  –  
14  年年  

10/09/11         5.3*   28  年年  

北北陸陸電⼒力力   志賀 1  号機  
沸騰⽔水型炉  

540   1993  –  
23  年年    

08/10/11         3.1*   37  年年  

志賀 2  号機  
改良良型沸騰⽔水
型炉  

1358   2006  –  
10  年年    

11/03/11   12/08/
14  

   9.2*   24  年年    

J̶—Power  
(電源開発)  

⼤大間  
改良良型沸騰⽔水
型炉  

1383   建設中      16/12/
14  

   9.2*   2021 年年からの稼働
を前提にして 9年年  

中国電⼒力力   島根 3  号
機    改良良型沸
騰⽔水型炉  

1373   建設中  
操業時期
未定  

         9.2   2020 年年に稼働とし
て 10 年年(2011 年年時
点で 94%完成)  

   2010 年年時  
総発電量量  

2030 年年時点の発電⽐比
率率率(980-‐‑‒1170TWh)23  

2015 年年 4 ⽉月現在で原⼦子⼒力力規制委員会が審査中もしくは審査申請中のもの   164   14-‐‑‒16.70%  

現存する、または 2030 年年までに建設を終了了し運転する計画のもの   173.2   14.8-‐‑‒17.60%  

審査申請中や 40 年年経過したものも運転可能と仮定した場合のすべてを含めて   268.5   22.9-‐‑‒27.30%  

2030 年年時点で 40 年年を超過していないものをベースに算出   77.5   6.6-‐‑‒7.90%  

2030 年年時点で 40 年年超過のものと、最も脆弱なものが再稼働しなかった場合   21.4   1.8-‐‑‒2.10%  
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原発が直⾯面する未来の現実像     
  
シナリオ１­−⾼高原発⽐比率率率­−  2030 年年で 14〜～27.3%  
このシナリオは、現在原⼦子⼒力力規制委員会が審査した、および現在審査している 26 原⼦子炉すべてが認
可され、さらに中国電⼒力力の島根 3号機が稼働している状態である。原発の総発電量量は 164〜～
173TWh または 2030 年年の総電⼒力力需要の 14〜～17.6％である。仮に、現在原⼦子⼒力力規制委員会によっ
て審査されていないすべての原発や 40 年年以上経過した原発も含めるとすると、数字は 268.5TWh
または 2030 年年の予想総電⼒力力需要の 22〜～27.3％にまで引きあがる。  
  
分析：26 原⼦子炉24のすべてが再稼働審査に合格するということは考え難い。例例えば、敦賀原発 2号機
は原⼦子⼒力力規制委員会によって活断層の存在が確認されており、東通原発についても活断層については
未だ判断がつかない状態である。志賀原発の下の断層も活断層である可能性がある。柏崎刈⽻羽原発の
6,7 号機再稼働に関しては政治的判断という障壁があり、⾼高浜 3,4 号機および⼤大飯 3,4 号機は司法に
よる判断を待っている。東海 1号機と浜岡 4号機の再稼働も強⼒力力な反対運動に直⾯面している。現在審
査中のほとんどの原発には運転差し⽌止めやその仮処分を求める訴えが起こされており、これは今後も
継続され複数の原発の再稼働を阻むものとなるかもしれない。それぞれ 40 年年、41 年年を数える⾼高浜
1,2 号機は 2016 年年 7 ⽉月 7 ⽇日までに原⼦子⼒力力規制委員会の審査を完了了しなくてはならないが、⾼高経年年化
と経済性を考慮した上で関⻄西電⼒力力が実際に再稼働をすすめるかどうかも現段階では明らかではない。
この状況は美浜 3号機についても同様である。また、現在すでに 37〜～38 年年が経過している⼤大飯 1,2
号機など、現在審査申請がされていない原発のうちどれくらいが申請されるかも未知数である。現在
審査中の柏崎刈⽻羽原発の⼆二つの原⼦子炉（6,7 号機）は新潟県の反対により再稼働は困難な状態であり、
今後法的⼿手段を通じての反対に直⾯面することも考えうる。この⼆二つの原⼦子炉の再稼働に失敗するとい
うことは、同じ柏崎刈⽻羽原発の他の原⼦子炉もまた同様の道をたどることを意味するとだろう。浜岡 5
号機が再稼働できる可能性も⾼高くはなく、現在審査が進⾏行行中の 4号機についても再稼働の可能性には
⼤大きな疑問が呈されている。また、現在建設中の⼆二つ（⼤大間原発と島根 3号機）を除いて他に新たな
原発が建設される可能性は低く、東京電⼒力力の東通原発についても計画撤回が⾒見見込まれる。  
  
結論論：このような⾼高い原発⽐比率率率のシナリオは⾮非現実的であり、2030 年年における⽇日本の原発⽐比率率率は
14%に届くことはできないであろう。結果、政府が⽬目標とする 20〜～22%、まして最⼤大 27.30%とい
う発電⽐比率率率が⽇日本の原発により達成される⾒見見込みは無いと⾔言える。現在、原⼦子⼒力力規制委員会による審
査が進⾏行行中の原⼦子炉のうちのいくつかは再稼働には⾄至らないであろうし、未申請の原発については、
全てではないかもしれないが、申請⾃自体がされない原発もあろう。現在 35 年年ほど経過している原発の
うちの多く（すべてではないとしても）は 2030 年年時点で稼働していないだろう。審査中の原発のう
ちのいくつかは再稼働審査を通過できないということも考えられる。また、裁判で⽌止められたり、⾃自
治体の同意を得られずに再稼働できないこともあろう。  
  
  
シナリオ 2­−低原発⽐比率率率­−  2030 年年で 1.8〜～2.1%または 6.6〜～7.9%  
このシナリオは、全ての原発（現在審査中か否かを問わず）が最⻑⾧長 40 年年まで運転を続けた状態であ
る。この場合 2030 年年での総発電量量は 77.5TWh、または原発による発電⽐比率率率は 6.6〜～7.9%となる。
また、前提としては全ての原発が稼働 40 年年で廃炉となる状態である。40 年年に満たなくとも、技術的
な問題や裁判、または強⼒力力な反対運動や政治的障壁等により稼働が難しいとされる原発を勘案した場
合、2030 年年での原発⽐比率率率は 1.8〜～2.1%にまで落落ち込むと予測される。  
  
分析：このシナリオにおいて鍵となるのは、40 年年を超える原発について、今⽇日の基準を満たすために
多額の追加投資が求められるかどうか、規模は⼩小さいか、原⼦子⼒力力規制委員会の審査に通過するかどう
か、そして政治と世論論、そして法が再稼働を容認するかどうかである。  
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⾼高経年年化の問題  
関⻄西電⼒力力は運転 40 年年を迎える 3つの原発(⾼高浜 1,2 号機、美浜 3号機)について原⼦子⼒力力規制委員会の
審査を完了了させようとしているが、審査を通過するか否か、裁判に勝利利することができるか25、そし
て関⻄西電⼒力力が実際に再稼働させるか否か、という点で⾮非常に不不確定要素が⼤大きい。⽇日本の原⼦子⼒力力開発
は世界でも最も古いほうだが、⽇日本の電⼒力力会社はそれに向き合わなばならない。福島第⼆二原発も含め、
2016 年年 4 ⽉月現在で⽇日本に存在する原発の平均稼働年年数は 30.3 年年であり、うち 6基の原⼦子炉は 38 年年
かそれ以上経過している（2015 年年 3 ⽉月までの時点で廃炉が決定している原発 5基と、2016 年年 3 ⽉月
に廃炉が決定している伊⽅方 1号機を除く）。世界の 2014 年年時点での平均は 28.5 年年であった。  
  
世界中ですでに停⽌止されている 153 基の原発（2015 年年 3 ⽉月までの時点で廃炉が決定している⽇日本の
原発 5基を除く）を稼働年年数という観点から⾒見見ると、今後 10 年年の間に⽇日本の多くの（仮に全てでな
いとして）原発が⽼老老朽化を理理由に停⽌止する公算が⼤大きいという現実が浮かび上がる。  
  
2014 年年 7 ⽉月現在、廃炉にするために停⽌止した 153 基の平均稼働年年数は 24 年年であった。30 年年以上稼
働した原発の合計は 45 基で、そのうちの 20 基は 40 年年もしくはそれ以上稼動している。その多くは
イギリスのマグノックス炉（⿊黒鉛減速炭酸ガス冷冷却型原⼦子炉）である。これは兵器級プルトニウムの
製造ができるように設計された⼩小型原⼦子炉(50〜～490  MW)で低燃焼度度燃料料を使⽤用し⾮非常に低い出⼒力力密
度度（炉⼼心のリットル当たりの熱出⼒力力）で稼動する。これと 900MW から 1,300MW という⼤大型で⾼高燃
焼度度燃料料、⾼高出⼒力力密度度の⽇日本の商業⽤用原⼦子炉や機器が受けるストレスの甚⼤大さとは⽐比べものにならな
い26。第⼀一世代の原⼦子炉の多くの稼動年年数はほんの数年年であった。  
  
世界中にある 40 年年を過ぎた原発の多くで検討されている延命計画は⾮非現実的かつ危険なものであるが、
⽇日本の原発における⾮非現実性と危険度度とは際⽴立立っている。さらに、電⼒力力会社各社は仮に稼働延⻑⾧長⼿手続
きに成功したとしても、余命の短い⽼老老朽原発に対し数千億円にものぼる資⾦金金を投⼊入することの是⾮非を
決断しなくてはならない。四国電⼒力力が伊⽅方 1号機の廃炉を決定した要因としても、この問題が⼤大きか
ったように⾒見見受けられる。この点は美浜 3号機に関しても同様の課題となる27。  
  
⽇日本の原発のうち新しいものは 2030 年年までに 40 年年に達する事はないが、その中でも脆弱性が⾼高く、
世論論や⾃自治体の反対や地震関連などの技術的問題、そして再稼動停⽌止を司法に訴える試みが成功する
など、様々な要因が複合的に作⽤用した結果、再稼働にいたらないと考えられるものの数はけして少な
くない。具体的には、志賀原発 1,2 号機(3.1  TWh  、9.2TWh)、浜岡 5号機（7.4  TWh、ことによっ
ては 4号機  7.5TWh も）、東通 1号機、⼥女女川 3号機  (5.3TWh)、柏崎刈⽻羽 3,4 号機  (7.3  TWh、
7.1TWh)  の各原発である。  
  
結論論：これら⽐比較的新しい原発が再稼動しないことの意義は、これらが⽇日本の原発の中でも特に⼤大き
な発電量量を持つという点にある。これらの再稼動に失敗するという事は、原発による電⼒力力供給が著し
く低減される事を意味する。これらの原発が 2030 年年までに稼動しなかった場合に発電されない電⼒力力
量量は 56.1TWh にも昇る。パーセンテージで表した場合、経産省省による発電量量の試算の 1.8%となる。  
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⾃自然エネルギー   現状と未来の可能性  
  
2011 年年 9 ⽉月、グリーンピースは『⾃自然エネルギー⾰革命シナ
リオ』を発表した。これによれば、2030 年年までに、⾃自然エ
ネルギーによる発電量量は 596TWh（⽇日本の総発電量量の
56.8%）に達する28。近年年の発表では、環境省省でさえ 2030
年年までに⽇日本の⾃自然エネルギーによる発電⽐比率率率は 36%となる
という予測を⽴立立てている29。しかしながら、経済産業省省はこ
のように野⼼心的かつ達成可能な⽬目標を退け、22〜～24%という
数字を採⽤用している30。この数字から、⾃自然エネルギーの発
展を押さえようという経産省省の意図的な⽅方針が透けて⾒見見える
ようだ。2012 年年に 95.8TWh または  10.3%であった⽇日本の
⾃自然エネルギーは、さらに細分化して⾒見見るとその 87%  
(83.6TWh)  は⽔水⼒力力発電である31。経産省省は、2015 年年から
2030 年年に最も成⻑⾧長する⾃自然エネルギーを太陽光発電とし
（事実そうなる公算は⾼高い）、⾃自然エネルギーによる発電量量
を 119.2TWh〜～184TWh3233と提⽰示している。  
  
近年年の⽇日本における太陽光発電の成⻑⾧長には、⽬目を⾒見見張るもの
がある。図 5は、グリーンピースのシナリオと実際の太陽光
発電量量を⽐比較したグラフだが、グリーンピースでも予測して
いなかったほど太陽光発電が成⻑⾧長していることが分かる。
2012 年年に 3.1TWh を発電していた⽇日本の太陽光発電は、
2014 年年 3 ⽉月には 13.6TWh にまで伸びており、2015 年年に⽇日
本で設置された太陽光パネルは 12.3GW分にもなる34。さら
にこれを 70TWh にまで増やす可能性は現実のものであるに
もかかわらず、展望は明るくない。2017 年年以降降の太陽光発電設備の新設は減少すると予測されている
35。その理理由として、固定価格買取制度度の買い取り価格の低下がもっとも⼤大きいが、別に挙げられる
のは、太陽光発電の伸びを歓迎していない原発を保有する電⼒力力会社と経産省省が設けた障壁である。  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
2014 年年 10 ⽉月、電⼒力力会社 5社は出⼒力力が変動する⾃自然エネルギーによる発電の送電網への接続を保留留す
ると発表した36。さらなる⾃自然エネルギーの接続が送電網の安定を脅かすと主張したのだ。この電⼒力力
会社による突然の接続保留留は⼤大きな衝撃をもたらし、経産省省がこの問題を議論論する系統ワーキンググ
ループを新エネルギー⼩小委員会の下に設置するに⾄至った。結果として 2015 年年初頭には、新たな出⼒力力

図 4   ⽇日本の 2030 年年のエネル
ギーミックス⽐比較 

図 5   ⽇日本の太陽光発電量量 図 6   ⽇日本の⾵風⼒力力発電量量 
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制御ルールに基づく制度度が施⾏行行され37、同時期には固定価格買取制度度（FIT）の運⽤用⾒見見直しも実施され
た。  
  
この新制度度の根本的な問題は、⾃自然エネルギーよりも原発や化⽯石燃料料による⽕火⼒力力発電を優先させ、⾃自
然エネルギーの成⻑⾧長を制限してしまう点にある。接続可能量量を定めるにあたって、福島第⼀一原発事故
以前の過去 30 年年間の設備利利⽤用率率率平均が⽤用いられ、現存の原発を再稼働することが前提となっている。
こうして算出された接続可能量量の数字は現実とはほど遠く、不不評を買っている経産省省のエネルギーミ
ックスでさえ提⽰示しない原発の発電量量となっている38。新制度度は、送配電網が⾃自然エネルギーを受け
⼊入れるための様々な技術適応策の存在を無視している。そればかりか、電⼒力力会社は、接続可能量量とい
う独⾃自の定義を⽤用いて⾃自然エネルギーの接続を防ごうとし、またその算出⽅方法には、実際に送配電網
に接続できるよりも低く⾃自然エネルギーの量量が⾒見見せられるように基準を採⽤用している39。ここに経産
省省と既存の⼤大⼿手電⼒力力会社の⽬目論論みが明確に現れている。彼らが⽬目指しているのは原発や化⽯石燃料料によ
る⽕火⼒力力発電の優勢を維持することである。2030 年年にベースロード電源 60%を⽬目指すというコミット
メントには、現政権による政策の⽋欠陥が集約されていると⾔言えるだろう40。  
  
⾵風⼒力力発電の発展は、世界の真逆となっている。2012 年年に⾵風⼒力力発電により供給された電⼒力力は 4.83TWh
であった。2013 年年の増加量量はわずかに 0.143TWh で、総発電量量は 4.98TWh であった。対して、ド
イツの 2013 年年の⾵風⼒力力発電量量は 53.4TWh。これはドイツ国内の総発電量量の 8.9%にあたる41。2015
年年単年年で⾒見見ても、ドイツの⾵風⼒力力発電は 29TWh 増加した。これは⽇日本の増設量量の 6 倍近くに相当する。
前出のグリーンピースのシナリオによれば、⽇日本は 2030 年年までに 179TWh の電⼒力力を⾵風⼒力力でまかなう
ことが可能である。現状のスピードからすれば、この数字に達するには 1200 年年ほどかかってしまう
計算となる。しかし、政策を正しい⽅方向に転換することができれば、2030 年年までにかなりの割合まで
⾵風⼒力力発電の⽐比率率率を伸ばすことは可能である。  
  
2015 年年までの 16 年年間で、ドイツは⾵風⼒力力発電を 4.5TWh から 86TWh まで成⻑⾧長させた42。⽇日本でも、
設置コストの⼤大幅な低下や 15 年年前よりも格段に⼤大きな⾵風⼒力力タービンの出現など、⾵風⼒力力発電の可能性は
拡⼤大している。そのためには、⾼高い⾃自然エネルギーの⽬目標値とエネルギー政策の後押しが必要である。
しかし、陸陸上⾵風⼒力力発電は、4〜～5 年年を要する環境影響評価により停滞を余儀なくされている。豊富な資
源があり、36 円/kWh という⾼高い買取価格が設定された洋上⾵風⼒力力発電の発展には、より明るい展望が
開けているかもしれないが、いずれにせよポテンシャルがあるにも関わらず世界から出遅れた⾵風⼒力力発
電分野の成⻑⾧長のためには、明確なで強⼒力力な⾃自然エネルギー推進を政府が⽰示し、停滞の要因となってい
る環境影響評価の⾒見見直しが必要だ。⽇日本の地熱発電およびバイオマス発電量量と、グリーンピースシナ
リオとの⽐比較は下記の通りである。  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

図 7   ⽇日本のバイオマス発電量量 図 8   ⽇日本の地熱発電量量 
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⽇日本のエネルギーミックスの現実  –  原発政策、⾃自然エネルギー政策の失敗とその影響  
  
現⾏行行のエネルギーミックス、⾮非現実的に⾼高い原発⽐比率率率と、その逆に低い⾃自然エネルギー⽐比率率率が導く結
果は、⽇日本は 2030 年年までにその消極的な温室効果ガス削減⽬目標すら達成できないかもしれないとい
う問題である。現在計画されているの⽯石炭⽕火⼒力力発電所の計画を⾒見見れば、電⼒力力会社が化⽯石燃料料を今後も
主要なエネルギー源としたいことは明らかで、⽇日本の環境 NGO 気候ネットワークによれば現在計画さ
れている⽯石炭⽕火⼒力力発電所の新設数は 47 にのぼる。これは既存の⽯石炭⽕火⼒力力発電所の容量量に匹敵するだけ
の規模となりうる43。福島原発事故後に⽕火⼒力力発電所の焚き増により増加し続けた温室効果ガスの排出
量量は、2014 年年度度に震災後初めて減少した44。そのような状況において、また⽯石炭⽕火⼒力力発電を増加させ
る計画は⾮非常に残念念だ。2015 年年にシンクタンク E3G は、⽯石炭⽕火⼒力力発電からの脱却度度を評価するスコ
アカードにおいて⽇日本を「すべての領領域において G7 中最低レベルのパフォーマー」と評した45。現在
の状況を継続させる限り、省省エネルギーと安全で燃料料代のかからない⾃自然エネルギーへとエネルギー
転換するという機会は、今後も失われて続けてしまうであろう。電⼒力力需要の削減と⾃自然エネルギー⽐比
率率率の増⼤大によって⽇日本が原発ゼロの社会を作り上げることができることは、もはや明確である。省省エ
ネと⾃自然エネルギーへの転換をベースにしたエネルギー政策へと⽅方針を転換できれば、2030 年年までに
⼆二酸化炭素排出量量を現実的かつ効果的に削減し、輸⼊入化⽯石燃料料への依存を低減させることができる。  
  

図 9   ⽇日本の⼆二酸化炭素排出量量と GDP（2000 年年〜～2014 年年）vi  

  
⽇日本の総電⼒力力に占める原発⽐比率率率が 2030 年年までに発電量量の 20〜～22%に届くことはないであろう。む
しろ原発のシェアは 2〜～8%にとどまるという⾒見見⽅方が妥当である。このような⾒見見⽅方は安倍政権、経産省省、
そして原発保有の電⼒力力会社には認めがたいものであろうが、今⽇日のエネルギーミックスを議論論する際
の決定的な要素とすべきであり、温室効果ガス削減⽬目標を設定する際の指標にもすべきである。だが、
残念念ながら、そうされてはいない。2015 年年に掲げられた 2030 年年のエネルギーミックスで原発⽐比率率率が
⾮非現実的な⾼高さの 20〜～22%となり、⾃自然エネルギーが 22〜～24%と低くなったのはその結果である。
また、化⽯石燃料料の⽐比率率率は主に⽯石炭と液化天然ガスによる 56%となった。  
  
⾮非現実的な原発⽐比率率率と⾮非野⼼心的な⾃自然エネルギー⽬目標に基づいてエネルギーミックスと温室効果ガス
削減⽬目標を設定することの明らかな結末は、その実現が失敗に終わった場合、発電量量が 20%不不⾜足する
事態に直⾯面するかもしれないということだ。そうなった場合、経産省省と原発を保有する電⼒力力会社が⾃自
然エネルギーの成⻑⾧長を押さえつけている現状から容易易に想像できるのは、化⽯石燃料料発電の増加で埋め
合わせを図ることである。  
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⽇日本政府が全く⾮非現実的な原発⽬目標により温室効果ガス削減計画を進める⼀一⽅方、⾃自然エネルギーの成
⻑⾧長を制約することは、⽇日本国⺠民と国際社会との両⽅方を欺くことになるのである。  
  

対策は緊急を要する  
持続可能で安定的かつ経済性に優れた電⼒力力システムを実現するために、⽇日本政府は今すぐ政策の⽅方向
転換と合理理化を進める必要がある。その際重要なのは、電⼒力力会社の利利益よりも国⺠民の利利益を優先させ
ることであり、そのために以下の⽅方策を早急に実⾏行行することである。  
  
原発再稼働への浪浪費を⽌止める  
原発を保有する電⼒力力会社各社は、現在膨⼤大な費⽤用と⼈人員を原発再稼働のために浪浪費している。この浪浪
費がもたらす結果は、⽇日本国⺠民の安全を再び危機に晒すことである。再稼働へ資源を投⼊入し続ける代
わりに、各電⼒力力会社はむしろよりクリーンで安全な選択肢の開発や省省エネルギー、そしてマートグリ
ッドやデマンドサイドマネジメントの開発や整備への投資を拡⼤大すべきであり、同時に原発の廃炉や
放射性廃棄物処理理の分野に資源を投⼊入すべきである。原発の廃⽌止を決定することは、⽇日本のエネルギ
ーシステム転換を加速させる上での⼤大きな原動⼒力力となり、また結果として⽇日本社会が払うコストも⼩小
さくてすむだろう。  
  
固定価格買取制度度(FIT)の維持と送電網への⾃自然エネルギーの優先接続・給電  
太陽光発電の増⼤大は、条件が揃った時にどんなことが可能になるのかを⽰示した好例例と⾔言える。適切切な
FIT 制度度が維持され、同様の展開が地熱発電、そして特に⾵風⼒力力発電にも起こることが求められる。送
配電事業も担う⼤大⼿手 10 電⼒力力会社は、より持続可能な事業を展開する発電事業者からの⾃自然エネルギー
の電気を送電網に接続する態勢の構築に集中するべきである。同時に、電⼒力力広域的運営推進機関
（OCCTO）と共に、系統拡⼤大、送電網の次世代化（スマートグリッド）、デマンドサイドマネジメン
ト、そして蓄電能⼒力力の増⼤大といった課題にもあわせて取り組むべきだ。  
  
電⼒力力市場における改善：「本当のコスト」を反映させる  
2016 年年 4 ⽉月 1 ⽇日、⼀一般家庭や契約電⼒力力 50kW 未満の事業者が⾃自由に電⼒力力会社を選ぶことが可能とな
った。しかし、100％⾃自然エネルギーを供給する電⼒力力会社はまだ登場していない。この状況が変わる
ためには、電⼒力力会社の持つ送配電網と発電機能とが完全に分離離される必要がある。さらに重要なのは、
様々な発電のコストに、社会・環境コストを含めた「本当のコスト」を反映させることによって、
様々な発電⽅方法が公平な環境で競争できるようにすることである。  
  
環境破壊を決定づける⽯石炭⽕火⼒力力発電への投資を⽌止める  
⽯石炭⽕火⼒力力発電所の新設計画はパリでの COP21 における合意と完全に逆⾏行行すると同時に、⽇日本が掲げ
る消極的な温室効果ガス削減⽬目標にも⽭矛盾するものである。発電⽅方法の中でも⼆二酸化炭素排出量量が桁
違いに多い⽯石炭⽕火⼒力力発電所の新設は、今後数⼗十年年にわたって⼤大量量の⼆二酸化炭素排出を固定化するとい
うことである。⽇日本が今後国際社会で恥ずかしい位置を占めたくなければ、⽯石炭⽕火⼒力力発電所の新設は
⼀一切切すべきではない。  
  

  

本レポートについてのお問い合わせ:  
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